
生花の展示風景(図書館2F) 

芸術文化に親しみ，豊かな文化生活の向上と発展を

はかるため，毎年実施している芸術祭が� 1月13・14日

の両日，住民福祉センターと図書館で開催され，800人

余りの入場者でにぎわいました。

写真，書道，絵画， 手工芸や文芸作品，生花など文

化協会員，女性会員や小・中学生の力作640点が展示

され，女性会コーナーでは，不用品交換即売会やバザ

'96第308号� 2月号� | 

第21回

浦町芸術祭
国

似顔絵コーナー(住民福祉センター3F) 

J 

⑩⑧⑨ 
⑨⑧ 
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ー，骨量の測定が人気を呼んでいました。� 花苗の販売風景(住民福祉センター玄関) 

(t量得数) 2.051戸� (人口)男 3.532人女 3.818人計 7.350人 (平成7年12月末日現在)
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広報かつうら� 2月号第308号 平 成8年2月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TE L (08854)2-2511 (代) FAX 2-3028 

MUS04
テキストボックス
第21回　勝浦町芸術祭

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



岡I

，--ー民


鉱の

す
が~ 

ZE 

ま

ず


-R



-R

? 

-R



回

A 勇壮に分列行進/

平
成
八
年
勝
浦
町
消
防
団
出
初
式

が
一
月
十
五
日
間
、
勝
浦
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
勇
壮
に
行
わ
れ
、
永
年

消
防
活
動
に
携
わ
れ
た
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略 
) 

松竹高朔新

本村田 居

重 敏重福

小
松
島
警
察
署
長
表
彰

関

東

清

男

(

副

団

長

)

西

野

菊

男

(

副

団

長

)

漬

守

(

副

団

長

)

-
精
績
章

大

谷

奥

川

末

庚

井

内
山

本

靖 和勝高

由
(
第
一
分
団
)

己
(
第
二
分
団
)

彦
(
第
三
分
団
)

豊
(
第
五
分
団
)

博

(
第
六
分
団
) 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

安
徳
島
県
知
事
表
彰

中
田
一
樋
持
(
第
九
分
団
)

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

.
功
績
章

平

岡

定

作

彰久

宜
(
第
三
分
団
)

一
(
第
四
分
団
) 

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

稼

勢

信

男

(

第

一

分

団

)

下

村

幸

司

(

第

二

分

団

)

藤

野

真

一

(

第

三

分

団

)

尾

崎

宏

(

第

四

分

団

)

蔀

重

(

第

五

分

団

)

手口

夫
(
第
六
分
団
)

夫
(
第
七
分
団
)

幸
(
第
八
分
団
)

幸
(
第
九
分
団
)

幸

(
機

動
隊
)
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団長

あいさつ

勝浦町消防団団長

森内恵  

平
成
八
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
な
ら
び
に

消
防
団
員
の
諸
君
に
一
言
ご
あ
引
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昨
年
一

月
十
七
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、
か
つ
て
な
い
被
害
を
受
け
、
国

に
お
い
て
も
防
災
体
制
の
再
構
築
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
勝
浦
町

で
は
、
二
件
の
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
消
防
団
員
は
も
と
よ
り

地
域
住
民
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

す
み
や
か
な
消
防
活
動
が
で
き
ま
し

た
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

私
た
ち
消
防
団
員
の
使
命
は
、
地

域
住
民
の
生
命
な
ら
び
に
財
産
を
災

害
か
ら
守
り
、
も
っ
て
社
会
の
福
祉

に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
出
初
式
を
契
機
に
さ
ら
に
決

意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
今
一

度
気
を
引
き
締
め
、
町
民
の
皆
様
の

ご
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、
一

層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
勝
浦
町
消
防
団
に
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

宮

田

新

二

(

第

一

分

団

)

谷

尻

康

司

(

第

三

分

団

)

谷

口

順

二

(

第

三

分

団

)

橋

本

誠

司

(

第

三

分

団

)

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

上

野

哲

宗

(

第

一

分

団

)

池

田

知

由

(

第

二

分

団

)

稼

勢

和

夫

(

第

三

分

団

)

溝

内

秀

明

(

第

四

分

団

)

田

村

文

宜

(

第

五

分

団

)

麻

植

敏

(

第

六

分

団

)

大

下

雄

(

第

七

分

団

)

岡

本

明

(

第

八

分

団

)

古

山

史

(

第

九

分

団

)

坪

井

博

(

機

動

隊

)

泰岳秀和

勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

野桃大山新幸中定柿

上 本西本居山川作原

武茂 靖福 幸彰俊

議
(
第
四
分
団
)

一
(
第
四
分
団
)

宏
(
第
四
分
団
)

茂
(
第
五
分
団
)

夫
(
第
六
分
団
)

博
(
第
六
分
団
)

章
(
第
七
分
団 
)

樹
(
第
七
分
団
)

典
(
機
動
隊
)

説富中登寺山猪中仲中小亀山岩

本川木尾口谷野野瀬関井田城

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

一
月
一
日
付
け
で
次
の
方
々
が
入

団
さ
れ
ま
し
た
。

志
(
第
一
分
団
)

嗣
(
第
二
分
団
)

一
(
第
三
分
団
)

悟
(
第
三
分
団
)

文
(
第
三
分
団
)

郎
(
第
四
分
団
)

也

(
第
四
分
団
)

之
(
第
四
分
団
)

弘
(
第
五
分
団
)

昭
(
第
六
分
団
)

次
(
第
六
分
団
)

史
(
第
七
分
団
)

之
(
第
七
分
団
)

夫
(
機
動
隊
)

和 浩威美裕康友順司誉新龍芳和

回
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l

ご
ざ
い
ま
し
た
。

4
一
月
三
日
の
開
会
式
で
選
手
宣
醤

V
』	 

最
終
再
逆
転
で
ゴ
ー
ル
す
る
ア
ン
カ
ー
の
押
栗
さ
ん

新
春
の
阿
波
路
を
駆
け
抜
け
る
恒

例
の
徳
島
駅
伝
大
会
が
、

一
月
四
日

か
ら
六
日
ま
で
の
三
日
間
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
は
、

=一
日
間
と
も
少
々
風
が

き
っ
か

っ
た
も
の
の
好
天
に
恵
ま
れ

感
動
と
数
々
の
名
場
面
を
残
し
て
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

ま
ず
初
日
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
出
遅

れ
十
二
位
の
阿
波
郡
と
八
分
三
十
二

秒
差
の
最
下
位
。

一
一
日
目
は
、
初
日
の
遅
れ
を
取
り


も
ど
そ
う
と
、
選
手
全
員
の
粘
り
強


い
走
り
で
、
初
日
に
八
分
以
上
あ

っ


た
差
を
四
分
二
十
八
秒
差
ま
で
縮
め


三
日
目
、
川
島
町
の
再
出
発
地
点
で


は
逆
に

一
分
三
十

一
秒
の
差
を
つ
け


十
二
住
に
順
位
を
上
げ
ま
し
た
。


し
か
し
、
ア

ン
カ
ー
押
栗
選
手
に

タ
ス
キ
リ
レ
ー
さ
れ
た
時
点
で
は
、 

第 

回
徳
島
駅
伝
大
会

さ
い
ま
し
た

町
民
の
み
な

さ
ま
に
、
厚

く
わ
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う 

阿
波
郡
に
再
逆
転
を
許
し
、
そ
の
差

五
秒
差
で
最
後
の
ア

ン
カ
ー
勝
負
と

な
り
ま
し
た
。

出
場
三
十

一
回
の
大
ベ
テ
ラ

ン
の

ア
ン

カ
ー
押
栗
選
手
が
区
間
八
位
の

走
り
で
阿
波
郡
に
四
分
十
九
秒
の
差

を
つ
け
て
ゴ 

ル
。
総
合
十
二
位
に

入
り
ま
し
た
。

数
年
前
か
ら
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ


さ
れ
た
駅
伝
と
選
手
不
足
の
中
で
の


今
回
十
二
位
は
、
全
員
の
力
で
粘
り


強
く
走
り
ぬ
い
た
結
果
で
あ
り
、
選


手
の
み
な
さ
ん
の
ご
健
闘
を
称
え
ま


す
。
ま

た
、
今
大
会
に
際
し
て
ご
尽
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
後
援
会
の
方
々
を

は
じ
め
、
沿
道
各
所
で
ご
声
援
く
だ

を
す
る
勝
浦
郡
チ 

ム
の
谷
主
将

l

今
大
会
に
お
い
て
大
会
長
か
ら
次

の
選
手
と
チ
ー
ム
表
彰
が
あ
り
ま
し

た
。〈十

年
選
手
表
彰
〉

柳

田

敏

文

〈三
日
間
チ 

ム
努
力
賞
〉

十
二
位

勝

浦

郡

チ

ー

ム

ま
た
、
郡
陸
協
後
援
会
長
か
ら
次


の
町
内
選
手
に
各
賞
が
、
選
手
全
員


に
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。


〈最
優
秀
選
手
賞
〉

山

平

和

也

〈優
秀
選
手
賞
〉

l

、
の 鯨

ご
，

・
種
目

F

i
l

l

O
告 

l

早
春
の
日
差
し
を
十
分
に
浴
び
て
、

勝
浦
川
の
せ
せ
ら
、ぎ
を
聞
き
な
が
ら

楽
し
い
健
康
、
体
力
さつ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

-
期
日
平
成
八
年
三
月
十
日
同

午
前
九
時
か
ら
(
雨
天
決
行 
)

・
集
合
場
所

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
久
国

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
参
加
資
格

各
コ 

ス
完
走
で
き
る
健
康
な
人

①
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス

小
学
生

・
中
学

生

以

上

男

・

女

②
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
コ 

ス


三
十
九
歳
以
下
・
四
十
歳
以
上


男

・
女


③
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス


男
三
十
九
歳
以
下

・
男
四
十
歳
以


上

・
女
性
の
部 

勝
浦
町
教
育
委
員
会


④

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン 

(
四
二

・
一
九
五 

八
八
五
四 

キ
ロ
メ
ー
ト
ル 
)

駒

津

普

司

柳

田

敏

文

里
美

浩
史

〈努
力
賞
〉

〈敢
闘
賞
〉

〈新
人
賞
〉

押

栗

義

衛

松

下

義

和

前

田

郁

美

男
三
十
九
歳
以
下
・
男
四
十
歳
以

上
・
女
性
の
部

今
回
は
七
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

周
囲
コ 

ス
を
使
用
し
て
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
を
行
い
ま
す
。
給
水
、
軽
食
、

計
時
も
七

・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と

に
行
う
予
定
で
す
。
体
調
が
悪
く
な

れ
ば
リ
タ
イ
ヤ
も
か
ま
い
ま
せ
ん

0

・
参
加
料

二
千
円
(
昼
食
付
)

小
学
生
以
下
無
料
(
勝
浦
郡
内
の

中
・

高
校
生
は
無
料 
)-

(
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
搬
送


の
こ
と
)


-
参
加
申
込


二
月
二
十
九
日
同
ま
で
に
申
し
込


み
く
だ
さ
い
。


〈申
込
先
〉
〒
七
七
一 

四
三

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
久
国

l

l

入)ノ

¥ノ

二
|
二
五
一
一

・問い合わせ 役場産業課

町道や公共施設に植えて

いただける方に無料で配布

いたしますが，数に限りがご

ざいますので早めにお越し

くださいますようご案内い

たします。

A	 再スタート(� 1月6日JlI島郵便局前)

部 石谷石 藤山
木田 木平

真� 正寛早

A 後援会長からの最優秀選手賞
E里 昭 樹 人

を受賞した山平和也さん

勝浦町緑化

キャンペーン

多くの住民の方に緑化普

及啓発活動の機会が得られ

るようにするため，苗木及

び花の種子を無料で配布い

たします。

・日時	 平成 8年2月18日

午前10時から正午まで

・場所 役場正面玄関前

回
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4)〈勝浦映画祭パート 

映
画
監
督

申
山
節
夫
さ
ん
の

お
は
な
し

今
回
の
映
画
は
「
い
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
少
し

め
」
の
問
題
を
取
り
上
げ

で
も
入
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
い
じ

た
中
山
節
夫
監
督
の
作
品

め
る
側
、
い
じ
め
ら
れ
る
側
、
両
方

で
す
。

の
で
す
。
こ
の
映
画
を
見
た
子
ど
も

中
山
監
督
は
「
い
じ
め

た
ち
が
、
い
じ
め
ら
れ
る
側
の
心
の

の
新
聞
記
事
を
見
る
た
び

痛
み
を
少
し
で
も
知
る
こ
と
が
で
き

に
心
が
痛
み
ま
す
。
そ
れ

た
ら
、
そ
し
て
命
の
尊
さ
を
知
る
こ

以
上
に
心
を
痛
め
て
い
る

と
が
で
き
た
ら
:
・
。
そ
ん
な
思
い
で

の
は
当
の
子
ど
も
た
ち
に

映
画
を
製
作
し
ま
し
た
」
と
話
さ
れ

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

の
映
画
を
作
る
に
あ
た
っ
�
 

シ
�
 高
崎
)
を
追

っ
て
母
(
あ
き
竹
城
)
と
引
越

し
て
き
た
ば
か
り
の
裕
美
は
気
の
強
い
洋
子
ら
の

グ
ル
ー
プ
に
殺
を
茶
化
さ
れ
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

出
版
社
に
勤
め
る
母
、
光
(
真
木
洋
子
)
と
団
地

オ
ド
オ
ド
す
る
裕
美
に
淳
子
ら
は
容
赦
し
な
い
。

に
二
人
暮
し
の
松
山
優
樹
。
日
歳
。
五
年
生
。

見
る
に
み
か
ね
て
止
め
よ
う
と
す
る
明
美
。
男
子

働
く
母
の
手
伝
い
を
よ
く
し
、
動
物
を
愛
す
る
や

に
も
人
気
が
あ
り
、
先
生
う
け
も
よ
い
彼
女
に
「
い

さ
し
い
芯
の
強
い
子
。
し
か
し
チ
ヨ
ツ
と
だ
ら
し

い
子
ぷ
り
つ
子
」
な
ど
と
数
人
で
鳳
声
を
、浴
び
せ

な
い
風
体
、
忘
れ
物
が
目
立
つ
な
ど
ク
ラ
ス
で
は

る
。
裕
美
も
淳
子
ら
の
攻
慾
に
怯
え
て
明
美
の
や

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
彼
を
担
任
す
る
若
い

さ
し
さ
を
素
直
に
受
け
い
れ
な
い
。

女
教
師
、
山
中
(
星
野
知
子
)
は
俊
樹
の
や
さ
し

あ
る
日
淳
子
ら
と
の
下
校
中
、
硲
美
は
話
し
の
は

さ
を
理
解
し
つ
つ
も
生
活
態
度
に
は
好
印
象
を
抱

ず
み
で
目
の
前
の
大
き
な
家
を
指
し
「
山
形
に
帰

い
て
い
な
い
よ
う
だ
。

れ
ば
あ
ん
な
よ
り
で
つ
け
え
う
ち
あ
る
も
ん
」
と

学
校
で
は
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
控
え
て
ク
ラ
ス
で
も

話
す
。
現
在
住
ん
で
い
る
ア
パ
ー
ト
と
は
雲
泥
の

花
形
的
存
在
の
一
也
率
い
る
グ
ル
ー
プ
は
躍
起
。

差
、
淳
子
ら
は
信
じ
な
い
。
う
そ
つ
き
呼
ば
わ
り

一
也
は
の
ろ
ま
な
優
樹
に
何
か
と
辛
く
あ
た
る
。

さ
れ
責
め
ら
れ
る
。
つ
い
明
美
は
「
前
に
写
真
を

そ
し
て
、
ど
ち
ら
の
味
方
を
す
る
で
も
な
い
醒
め

見
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
か
ば
う
。
結
局
、
写
真
が

た
健
太
郎
。
彼
は
エ
リ
ー
ト
主
義
の
父
親
の
意
向

な
か
っ
た
た
め
、
二
人
と
も
「
う
そ
つ
き
」
の
レ

に
そ

っ
て
有
名
私
立
中
に
入
る
努
力
し
か
な
い
。

ァ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
し
ま
う
。

そ
れ
ら
と
平
行
し
て
女
子
の
方
で
も
穏
や
か
で
な

一
方
俊
樹
は
一
也
た
ち
の
陰
湿
な
暴
カ
に
悩
ま
さ

い
雰
囲
気
。
最
近
山
形
か
ら
出
稼
ぎ
の
父
(
ケ
�
 

れ
る
が
、
負
け
て
い
な
い
。
母
、
光
も
い
つ
も
傷

-
二
月
十
七
日
出

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

・
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

{
日
程
}

午
後
一
時
三
十
分

1
三
時
十
五
分

映
画
「
や
が
て
:
・
春
」
上
映

午
後
三
時
三
十
分
�
 四
時
三
十
分

講
演
「
映
画
製
作
の
中
で
子
ど
も

た
ち
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

映
画
監
督
中
山
節
夫
氏

講
師
紹
介

映
画
監
督

中

山

節

夫

氏

だ
ら
け
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
息
子
を
不
審
に
思

い
な
が
ら
尋
ね
る
が
俊
樹
は
元
気
を
装
う
。

学
級
会
で
明
美
は
「
い
じ
め
」
を
と
り
あ
げ
る
。

山
中
も
当
事
者
と
目
さ
れ
る
裕
美
に
尋
ね
て
み
る

が
仕
返
し
怖
さ
に
首
を
ふ
る
彼
女
の
言
葉
を
そ
の

ま
ま
鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
う
。

裕
美
は
淳
子
ら
の
攻
繁
を
避
け
る
た
め
淳
子
の
云

う
健
に
な
り
、
明
美
を
敵
に
し
て
ど
っ
ち
つ
か
ず


の
ま
ま
神
経
を
す
り
へ
ら
し
て
い
く
。
と
う
と
う


円
形
脱
毛
症
と
な
り
悩
ん
だ
あ
げ
く
母
と
二
人
山


形
に
帰
る
こ
と
に
な
る
。
山
中
は
止
め
よ
う
と
す


i

〆'、、、

県
生
ま
れ
。

一-

る
が
意
志
は
固
い
。
絡
美
は
明
美
に
だ
け
「
ご
め

ん
ね
」
と
云

っ
て
転
校
し
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
時
優
樹
は

一
也
を
や

っ
つ
け
る
マ
ン
ガ
を

彼
に
見
つ
け
ら
れ
彼
の
怒
り
に
遭
う
。
一
也
は
「
人

間
ジ
ユ
ウ
タ

ン
だ
」
と
一
言
っ
て
優
樹
の
体
の
上
に

何
人
も
の

つ
か
ら
せ
て
し
ま
う
。
明
美
の
通
報
で

あ
わ
て
て
飛
ん
で
き
た
山
中
が
や
め
さ
せ
た
が
、

俊
樹
は
ぐ

っ
た
り
し
て
動
か
な
い
9

危
く

一
命
は

と
り
と
め
た
が
か
な
り
の
障
害
が
残
る
と
医
師
か

一
九
三
七
年

(
昭
和
+
二
年
)、
熊
本

「若
者
た
ち
』
な
ど
の
助
監
督
を
歴
任

し
た
後
、
六
十
九
年
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病

を
め
ぐ
る
差
別
を
深
く
え
ぐ
っ
た

『あ

つ
い
壁
』
で
監
督
と
し
て
デ
ビ

ュ
ー
。

以
後、

七
十
三
年

『青
春
狂
詩
曲
』
、

七
十
八
年

『兎
の
眼
』
、
八
十

一
年

ヲ

リ
キ
の
勲
章
」
な
ど
、

一
貫
し
て
教
育

に
目
を
む
け
た
秀
れ
た
作
品
を
発
表
し

ら
言
わ
れ
、
教
師
も
親
た
ち
も
博
然
と
す
る
。
山

中
も
自
分
の
ふ
が
い
な
さ
を
恥
じ
、
子
ど
も
逮
や

親
た
ち
に
其
剣
に
諮
り
か
け
る
。
そ
し
て
、
俊
樹

は
懸
命
に
看
病
す
る
母
の
願
い
が
通
じ
て
か
次
第

に
回
復
に
む
か
っ
て
い
っ
た
。
俊
樹
の
生
の
努
力

を
目
の
あ
た
り
に
し
、
子
ど
も
た
ち
の
優
樹
を
見

る
目
は
徐
々
に
変
化
し
て
い
く
。
優
樹
は
頑
張

っ

た
。
不
自
由
な
体
を
必
死
に
訓
練
す
る
。
陰
で
こ

っ
そ
り
そ
の
様
子
を
見
守
る
少
年
。

一
也
だ
。
涙

で
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
な
っ
た
顔
と
顔
が
合
う
。
早

春
の
あ
る
日
、
校
門
に
二
つ
の
影
が
並
ん
だ
。
足

に
補
助
器
具
を
つ
け
た
俊
樹
が
よ
ろ
け
な
が
ら
も

一
人
で
歩
い
て
い
る
。
そ
の
械
で
、
い
つ
で
も
手

を
さ
し
の
べ
ら
れ
る
よ
う
に
立
つ

一
也
。
二
人
の

姿
を
い
ち
早
く
見
つ
け
た
明
美
が
叫
ぶ
。

「
先
生
、
優
樹
君
が
!
」

子
ど
も
た
ち
が
い

っ
せ
い
に
校
門
に
む
か
う
。
山

中
の
顔
に
寝
び
の
涙
が
浮
か
ぶ。

俊
樹
は

一
歩

一
歩
懸
命
に
進
む
。
明
る
い
早
春
の

光
が
俊
樹
を
、
子
ど
も
た
ち
を
、
山
中
を
包
む
。

続
け
、
現
場
教
師
や
父
母

・
子
ど
も
た

ち
の
支
持
を
受
け
て
き
た
。
八
十
三
年

に
は
、
熊
本
県
天
草
の
小
学
校
分
校
の

教
育
を
二
年
間
に
わ
た
っ
て
撮
っ
た
記

録
映
画

『海
と
太
陽
と
子
ど
も
た
ち
』

を
発
表
。
人
々
の
感
動
と
涙
を
呼
ぴ
お

こ
し、

地
昧
な
教
育
記
録
映
画
と
し
て

は
驚
異
的
な
観
客
動
員
を
示
し
た
。
こ

の
作
品
は
八
十
三
年
度
文
化
庁
優
秀
映

画
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
�
 

畑
総
水
利
用

に
つ
い
て
(
注
意
)

給
水
栓
に
よ
る
各
家
庭
内
配
管

に
つ
い
て
は
、
簡
易
水
道
が
断
水

等
に
よ
り
畑
か
ん
施
設
の
水
圧
が

強
い
た
め
簡
易
水
道
配
管
へ
逆
流

し
ま
す
の
で
、

絶
対
に
簡
易
水
道

に
直
結
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
万
一
逆
流
す
れ
ば
、
畑
か

ん
は
農
業
用
水
な
の
で
滅
菌
し
て

お
り
ま
せ
ん
か
ら
多
数
の
方
に
迷

惑
が
か
か
り
、
法
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
止
水
栓
(
メ
ー
タ
ー
)


か
ら
先
の
配
管
及
び
施
設
に
つ
い


て
は
、
各
自
個
人
で
管
理
し
、
万


一
事
故
及
び
故
障
が
生
じ
た
場
合
、


当
改
良
区
で
は
責
任
負
え
ま
せ
ん


の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。


勝
浦
土
地
改
良
区

a・"

固
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女
小
・
中
学
生
作
品
展

中
学
生
の
条
幅
四
十
一
点
を
中
心

に
、
生
比
奈
・
横
瀬
・
坂
本
の
各
小

学
校
の
作
品
等
、
合
計
二
百
三
点
が

二
階
視
聴
覚
室
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
子
の
作
品
に
満
足
げ
に
見
入
る

ぶ
り
。
午
後
六
時
の
閉
館
時
に
は
、

親
、
知
り
合
い
の
子
の
技
量
に
驚
き

件
、
返
却
件
数

O

O

l

日m

O

-R
C
D

-m -m

5
日
・
ロ
日
・
四
日
・
お
日 

'-----

¥J 
の
声
を
あ
げ
て
い
る
人
、
そ
れ
に
し

て
も
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
そ
の
教

育
評
価
は
親
の
目
に
も
歴
然
と
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

「
知
ら
ぬ
は
親
ば
か
り
な
り
」
と
言

う
こ
と
ば
が
あ
る
が
、
子
供
た
ち
の

健
全
な
育
生
に
安
緒
し
て
帰
ら
れ
た

保
護
者
も
多
か

っ
た
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。

図
書
館
開
館
以
来
の
盛
況

一
月
五
日
の
貸
出
し
総
数
三
九 

件

開
館
以
来
、
図
書
館
利
用
者
は
年

と
共
に
増
加
し
、
貸
出
し
件
数
も
毎

投
げ
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
フ
リ
ー
ジ

ア
、
ス
イ
ト
ピ 

、
い
ち
ご
な
ど
草
花

に
飾
ら
れ
た
中
に
、
ね
ず
み
が
二
匹
、

赤
い
前
だ
れ
と
チ
ョ
ッ
キ
を
着
た
子

ね
ず
み
が
愛
ら
し
い
。
赤
い
花
、
白

い
花
、
一
つ
一
つ
の
花
に
根
気
の
い

る
女
性
ら
し
い
や
さ
し
さ
と
柔
ら
か

さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

食

生

け

花

陶* 

世
宮

六
年
度
は
四
三
、

嵯
峨
御
流
・
池
坊
・
未
生
・
大
景

の
各
流
派
七
十
鉢
が
日
頃
の
鍛
練
の

成
果
を
競
う
如
く
階
上
、
階
下
所
狭

し
と
飾
ら
れ
、
新
春
の
い
ぶ
き
を
漂
よ

わ
せ
て
い
ま
し
た
。
豪
華
け
ん
ら
ん
た 

陶
芸
展
も
今
回
で
三
回
目
。
勝
浦

会
館
で
土
を
こ
ね
、
ろ
く
ろ
を
回
し
、

失
敗
の
つ
ど
笑
い
と
悔
し
さ
に
意
欲

を
高
め
、
つ
い
に
完
成
し
た
陶
芸
が

資
料
室
に
陳
列
さ
れ
ま
し
た
。
年
を

追
っ
て
そ
の
出
来
ば
え
も
素
晴
ら
し

く
、
絵
つ
け
も
堂
に
入
っ
て
い
ま
す
。

水
指
し
も
二
、
三
出
品
さ
れ
て
い
て

実
に
立
派
で
し
た
。
制
作
者
に
と
っ

て
は
、
何
事
に
も
か
え
が
た
い
愛
着

の
あ
る
数
々
と
思
い
、
第
四
回
の
展

示
が
待
ち
遠
し
い
。

貸
出
し
総
数
三
九 

度
の
貸
出
し
件
数
は
一
七
、
四

順
調
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
読
書
ば
な
れ
の
世
相
や
勝
浦
町

の
人
口
七
、
三
六
七
名
と
、
思
い
の

他
少
な
い
こ
と
を
思
う
と
前
年
度
に

く
ら
べ
六
千
件
余
り
の
増
加
を
維

持
す
る
こ
と
は
至
難
の
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。

平
成
八
年
一
月
五
日
は
、
図
書
館

に
と
っ
て
平
成
八
年
の
幕
開
け
で
あ 

る
も
の
、
簡
素
静
閑
な
る
も
の
、
枯

淡
幽
遠
な
る
も
の
、
い
ず
れ
も
一
鉢

一
鉢
に
そ
の
精
魂
が
感
じ
ら
れ
自
然

が
お
り
ま
す
草
木
に
い
ま
ま
で
見
遇

さ
れ
て
き
た
美
の
極
致
を
残
す
こ
と

な
く
発
揮
し
、
人
々
の
足
を
い
つ
ま

で
も
留
め
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

り
、
職
員
一
同
新
た
な
希
望
を
持
っ
て

こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
と
、
ぎ
れ
る
こ

と
な
く
返
却
、
貸
出
し
に
来
ら
れ
る
来

館
者
の
応
対
に
対
処
し
き
れ
ず
、
カ

ウ
ン
タ
ー
の
前
に
行
列
を
成
す
盛
況

勝
浦
町
芸
術
祭

第
二
会
場
(
図
書
館
)

紙

粘

土

十
八
点

陶
芸
作
品
の
部

生

け

花

の

部

七

十

点

嵯
峨
御
流
・
未
生
流
・
池
坊
・

大
景
・
各
流
派

小
・
中
学
生
の
部
二
百
三
点

条
幅
・
絵
画
等

会
【
紙
粘
土
作
品

坪
井
恵
子
さ
ん
を
始
め
、
七
人
の

作
品
が
図
書
室
の
一
隅
に
明
る
さ
を

三
八
五
件
と
多
忙
な
中
に
も
開
館
以

来
、
記
録
破
り
の
盛
況
に
苦
労
も
忘

れ
て
明
る
い
笑
顔
と
驚
嘆
の
声
に
今

年
の
図
書
館
の
瑞
雲
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

勝
浦
町
行
政
担
当
者
の
深
い
ご
理

解
に
よ
り
、
苦
し
い
財
政
の
中
か
ら

多
額
の
ご
援
助
を
受
け
町
民
各
位
の

た
め
に
価
値
あ
る
書
物
伊
ビ
デ
オ
、

等
を
購
入
し
て
い
ま
す
の
で

一

人
で
も
多
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

図
書
館
行
事
と
休
館
日

安
土
曜
子
ど
も
映
画
会


年
六
千
件
余
り
増
加
し
、
平
成
二
年

3
日 

日
・
口
日
・ 

μ
日


午
後
二
時
か
ら
三
時
頃
ま
で

件
で
あ
っ
た
の
が
、
四
年
後
の
平
成 二

内
容
は
お
た
の
し
み
に

五
八
件
と
極
め
て

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

日
日 

目

安
休
館
日 

O

固
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俳
句

患 -

⑧
⑮
⑨
⑥
⑧
⑧

締
め

あ あ 詩
てシンボルマーク
 て 霊の

切 先 先 こ

重
 り み
し￥募集ノ

な
く
八
十
路
と
な
り
て
初
詣

一
願
に
寒
の
水
か
け
地
蔵
仏

坂

本

美

馬

直

枝

山
寺
の
陽
溜
る
と
こ
ろ
笹
子
鳴
く

坂

本

椋

井

輝

子

笹
鳴
や
一
天
晴
れ
で
雲
も
な
し

一
合
の
雑
炊
腹
を
満
し
け
り

坂

本

福

良

伴

二

笹
鳴
や
野
良
の
畳
銅
の
段
畑

し
わ
し
わ
と
烏
よ
ぎ
れ
り
枯
尾
花

坂

本

林

秋

雄

腕
白
の
孫
に
忘
ら
れ
冬
帽
子

冬
帽
子
父
さ
ん
見
て
と
ポ
ー
ズ
と
る

坂

本

中

山

治

笹
鳴
や
願
い
込
め
た
る
百
度
石

笹
鳴
を
聞
き
つ
名
水
汲
み
に
け
り

坂

本

仙

才

清

蹴
り
ロ
ク
ロ
廻
す
男
の
冬
帽
子

鍋
底
の
音
ま
で
す
く
い
蟹
雑
炊

坂

本

新

居

晋

雑
炊
や
囲
炉
裏
の
自
在
ゆ
れ
止
ま
ず

坂

本

池

谷

武

久

雑
炊
の
湯
気
あ
ふ
れ
け
る
飯
場
か
な

雑
炊
や
戦
時
の
想
い
か
み
し
め
て

坂

本

新

居

雄

彦

大
和
尚
葬
る
寺
や
寒
椿

横
瀬
呑
口
精
一
郎

眠
り
た
る
山
を
残
し
て
村
を
去
る

三
渓
中
山
い
く
子

月
ヶ
谷
山
は
紅
葉
で
寒
桜

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

護
郁
と
婚
の
宴
に
梅
薫
る

逆
境
に
耐
え
て
八
度
の
年
女

生

名

倉

橋

テ

ル

山
深
き
温
泉
の
里
に
雪
達
磨

水
平
線
金
波
銀
波
の
初
日
の
出

生

名

小

西

典

子

オ
ウ
ム
論
語
っ
て
友
は
汗
を
ふ
き

初
菊
の
か
お
り
に
そ
っ
と
頬
を
よ
せ

生

名

花

房

薫

事
な
き
を
願
い
左
党
の
寝
正
月

若
水
を
庭
一
面
に
商
始
め

生

名

滝

口

松

月

大
小
の
頭
巾
傾
け
犬
散
歩

ひ
と
時
は
月
に
身
を
寄
せ
オ
リ
オ
ン

座

生

名

石

田

白

萩

日
表
も
日
裏
も
な
く
て
梅
田
し

海
に
出
て
償
還
さ
ず
冬
の
雷

生

名

丸

山

香

月

結
い
髪
に
気
老
わ
ぬ
息
を
年
の
瀬
に

初
雪
や
一
と
平
の
如
人
命

中
角
岡
本
は
う
え

初
詣
奉
燈
深
く
静
ま
れ
り

初
茜
海
原
染
め
て
日
の
昇
る

掛

谷

駒

津

光

洋

原
句
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
季
語

の
無
い
句
は
没
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
(
係
)

一
一
月
五
日
締
切
短
歌
一
人
一
首

三
一
月
五
日
締
切
川
柳
一
人
一
旬

宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

俳
句

TF弓川短横 lOtB
柳歌瀬

旬 ち
ず
れ
も

一 一一
妻さ昔人人目 出
. 

月 句 句首ヤ
ス

十
日

明エ

l

l

〆『¥

〆'一、、-

日
ご
ろ
は
、
女
性
会
活
動
並
び
に
日
赤
奉
仕

団
活
動
に
温
か
い
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
女
性
会
で
は
よ
り
親
し
み
の
あ
る

組
織
づ
く
り
を
目
標
に
「
シ
ン
ボ
ル
マ

1
7
-

を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
、
広
く
皆
様
か
ら
募
集

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

勝
浦
町
女
性
会
会
則
で
は
、

「
(
目
的
)
第
二
条
こ
の
会
は
、
社
会
の
変
化

と
要
求
に
対
応
す
る
た
め
、
女
性
の
教
養
と
資

質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
会
員
聞
の
親
睦

を
深
め
、
創
造
的
活
動
を
高
め
、
明
る
く
住
み

よ
い
町
守
つ
く
り
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

O O
幅
広
い
会
員
の
年
令
層
に
あ
わ
せ
た
活
動

O
自
分
の
「
個
」
を
確
立
さ
せ
て
、
お
互
い
の

ま
た
�
 年
度
、
「
女
性
会
」
と
名
称
変
更
後
の


活
動
の
指
針
と
し
て


A
7

「
個
」
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
、
明
る
い
社
会
づ

く
り
を
め
ざ
し
た
活
動

時
代
の
変
化
に
則
応
し
、
地
域
に
益
々
根
づ

名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
要
綱
に

基
づ
い
て
受
け
付
け
し
ま
す
。

建
築
、
土
木
等
工
事
の

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
受
付

勝
浦
町
が
発
注
す
る
平
成
八
年
度

建
築
、
土
木
等
工
事
の
指
名
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
、
勝
浦

町
建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
係
る
指

一
一
|
二
五
二
例

内
線
三
二
番

い
た
活
動
、
愛
す
る
郷
土
が
益
々
活
性
化
す

る
活
動

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
シ
ン
ボ
ル
マ
�
 ク
を

考
え
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

〈応
募
要
領
〉

-
申
し
込
み
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
図
案
と
そ
の
意
図
・
住
所

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

0

・
申
し
込
み
先

女
性
会
支
部
三
役
、
ま
た
は
、
教
育
委
員

会
内
女
性
会
事
務
局

-
申
し
込
み
締
切

二
月
二
十
日

ω

・
資
格

・
条
件


応
募
者
の
資
格

・
条
件
等
は
聞
い
ま
せ
ん
。


※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

「
こ
れ
こ
そ
勝
浦
町
女
性
会
グ
」
と
い
う


シ
ン
ボ
ル
マ
�
 ク
の
応
募
を
多
数
お
待
ち
い


た
し
て
お
り
ま
す
。


皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

期
限
は
、
平
成
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
で
す
。
新
た
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
建
設
課

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

電
話

-
受
付
期
間

三
月
一
日
1
二
十
九
日

・
受
付
場
所

役
場
建
設
課

※
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
有
効

回

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
勝浦町女性会　シンボルマーク　募集

MUS04
テキストボックス
詩のこみち　短歌・俳句・川柳募集

MUS04
スタンプ



③
⑤
③
⑧

す
。

温
か
さ
に

包
ま
れ
て

吹
雪
の
中
を
迎
え
に
来
て
く
れ
る

そ
れ
が
あ
る
時
、
私
が
し

ゃ
べ
り

祖
父
母
。

一
年
前
、
あ
ん
な
こ
と
が

だ
す
と
「
う
る
さ
い
、
だ
ま
れ
」
と

な
け
れ
ば
今
祖
父
母
の
家
で
暮
ら
す

い
っ
て
、
顔
を
た
た
か
れ
た
り
、
そ

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

の
こ
と
で
だ
ま
っ
て
い
る
と
「
何
に

あ
ん
な
こ
と
は
私
に
と

っ
て
遠
い

ふ
く
れ
て
る
の
さ
」
と
、
ひ
や
か
さ

存
在
だ
と
思
っ
て
い
た
い
じ
め
が
、

れ
る
毎
日
で
し
た
。

現
実
に
お
こ

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
に
イ
ヤ
気
が
さ
し
、

そ
の
時
は
気
が
動
転
し
て
頭
の
中
で

そ
の
友
達
か
ら
は
な
れ
て
違
う
子
と

は
パ
ニ

ッ
ク
状
態
に
な

っ
て
し
ま
い
、

仲
良
く
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
た
ら
、

何
も
か
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

今
度
は
私
と
仲
良
く
な

っ
た
友
達
を

ん
で
し
た
。

い
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

今
と
な
っ
て
は
思
い
だ
し
た
く
な

周
囲
の
人
か
ら
「
性
格
が
、
悪
い

い
こ
と
で
す
が
、
こ
の
こ
と
を
改
め

ん
だ
よ
」
と
か
「
あ
ん
な
子
と
つ
き

て
考
え
、
自
分
の
中
学
生
時
代
の
ま

あ
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
よ
」
と
、
そ

と
め
と
し
て
お
こ
う
と
思
う
の
で
す
。

の
人
の
悪
口
ば
か
り
聞
か
さ
れ
う
」ん

私
に
は
小
学
生
の
頃
か
ら
二
人
の

ざ
り
す
る
思
い
で
し
た
。

仲
の
良
い
友
達
が
い
ま
し
た
。
楽
し

そ
れ
と
同
時
に
私
と
仲
良
く
な
っ

く
話
を
し
た
り
、
毎
日
が
と
て
も
速

た
こ
と
で
、
こ
の
人
が
悪
口
ば
か
り

く
過
、
ぎ
、
学
校
に
行
く
こ
と
が
ま
ち

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
何
が
な
ん

ど
お
し
い
く
ら
い
で
し
た
。

だ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
の
心
の
中
で
は
「
自
分
の
ほ
う

が
、
性
格
悪
い
ん
じ

ゃ
な
い
」
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を

言
う
勇
気
が
な
く
そ
こ
で
も
う
負
け

て
い
た
の
で
す
。

両
親
は
担
任
の
先
生
に
相
談
し
に

行

っ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
逆

効
果
。
ど
ん
ど
ん
い
じ
め
は
進
行
し

て
い

っ
た
の
で
す
。

今
度
は
関
係
の
な
い
人
ま
で
い
じ

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い

っ
た
い
私
が
何
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。

情
け
な
く
て
、
悔
し
く
て
、
た
ま

ら
な
く
、
涙
が
あ
ふ
れ
で
る
毎
日
で

し
た
。

私
は
ど
う
し
て
も
学
校
に
通
う
気

持
ち
に
は
な
れ
ず
、
と
う
と
う
休
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
日

々
は
ウ
ソ
の
よ
う
で
す
。

私
が
こ
ん
な
に
悩
ん
で
い
る
の
に
、

ど
う
し
て
相
手
の
人
た
ち
は
あ
ん
な

に
平
然
と
し
て
い
ら
れ
る
の
か
、
私

に
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

父
は
自
営
業
、
姉
は
高
校
三
年
生

で
、
引
越
す
こ
と
は
そ
れ
な
り
の
問

題
が
あ
り
、
私
は
自
分
な
り
に
考
え

た
す
え
に
、
私
の
口
か
ら
祖
父
母
が

い
る

0
0
0の
学
校
へ
通
い
た
い
と

言
っ
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
は
、
両
親
は
大
反
対

し
た
の
で
す
が
、
最
終
的
に
は
私
の

気
持
ち
を
わ
か
つ
て
く
れ
賛
成
し
て

く
れ
ま
し
た
。

別
の
学
校
へ
行
く
こ
と
に
不
安
が

な
い
と
い

っ
た
ら
う
そ
に
な
り
ま
す

が
、
転
校
し
て
何
に
関
し
て
も
、

気
持
ち
の
強
い
人
間
に
な
り
た
か

っ

た
の
で
す
。

祖
父
母
は
何
十
年
も
前
に
子
育
て

を
終
え
て
い
る
の
に
、
何
ひ
と
つ
い

ゃ
な
顔
を
せ
ず
私
を
歓
迎
し
て
く
れ

ま
し
た
。

と
て
も
祖
父
母
に
感
謝
し
て
い
ま

し
か
し
、
転
校
し
た
こ
ろ
は
自
分

と
の
闘
い
で
し
た
。
今
ま
で
何
不
自

由
な
く
暮
ら
し
て
き
た
私
に
は
全
く

ち
が
う
世
界
に
驚
く
日
々
が
続
き
ま

し
た
。

以
前
は
友
達
と
学
校
に
通

っ
て
い

ま
し
た
が
、
�
 
は
み
ん
な
の
家
と
逆

方
向
な
の
で

一
人
で
黙
々
と
田
舎
の

道
を
通
学
し
て
い
ま
す
。

吹
雪
の
時
は
、
何
で
こ
こ
に
い
る


ん
だ
ろ
う
と
考
え
た
り
、
何
で
一
年


前
は

っ
き
り
と
自
分
の
意
見
を
言
わ


な
か

っ
た
の
か
後
悔
し
ま
し
た
。


で
も
、
毎
日
懐
中
電
灯
を
持

っ
て


迎
え
に
き
て
く
れ
る
祖
父
母
を
見
て
、


心
配
を
か
け
て
は
な
ら
な
い
と
誓
っ


た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
、
心
が
軽


く
な
っ
た
思
い
で
し
た
。


思
え
ば
、
こ
う
い
う
こ
と
が
あ


っ
た
か
ら
人
の
気
持
ち
ゃ
意
見
を
尊


重
し
、
少
し
ず
つ
で
す
が
お
互
い
を


A
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理
解
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

A
7

人ー

、 
¥J 

ま
た
、
私
自
身
い
じ
め
を
体
験
し

た
こ
と
で
人
の
痛
み
を
人

一
倍
知
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
両
親
の
愛
情
や
祖
父
母

の
や
さ
し
さ
が
私
の
心
の
支
え
と
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
で
頑
張
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

今
は
こ
ん
な
素
晴
し
い
学
校
、
先

生
方
、
友
達
と
め
ぐ
り
逢

っ
た
こ
と

で
心
が
や
す
ら
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

い
じ
め
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の

人
が
心
に
傷
を
つ
く
ら
な
い
社
会
に

な

っ
て
ほ
し
い
で
す
。
�
 

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
文
集
か
ら
)
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圃

伊

国

州

圃

司 

士曇 所士也 区

桜 建 壬日又IL 事 務 所石原第

沼江 
 沼 t 集� z工 dzk 所

i 一 z掛谷 控ト� 'ノ口、 集� dzk 所� ~ Ij 
J A 生比奈支所保冷庫 前

月

曜 山西 �  
(果樹試験場上り口)

日 中 角 農 キす 婦 人 の 家� 

r;月のあき缶回収日程表

今月は休日等で一部変更があります/

捨
て
る
ゴ
ミ
で
も
生
か
せ
ば
資
源


あ
き
缶
を
出
す
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
、
指
定
さ

れ
た
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
を
分
別

し
て
く
だ
さ
い

⑨
ピ
ン
ゃ
か
ら
つ
な
ど
、
缶
以
外
の

物
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑨
缶
の
中
の
水
分
や
異
物
は
取
り
除


い
て
く
だ
さ
い

⑨
あ
き
缶
に
は
、
ス
チ
ー
ル
・
ア
ル

ミ
の
表
示
が
あ
り
ま
す
。

分
別
す
る
と
き
に
確
認
し
て
く
だ

粗
大
コ
ミ
は
処
理
場
に
連
絡
し
て
、
自
分
で
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

回収日

(5日) 馬越ゴミフェンス横

第 今 山 今山橋北詰ゴミフェンス横

火 黒岩 運動場入口(小屋の横)
曜 星谷 川口幸ーさん宅の貯蔵庫前
日

横所ロ三ロ士防;南中 山(13日)

生名 東 林 庵第
。 島豆腐屋 さ ん前一

久 国 集 三:z:;; 所 裏入久国

曜 棚野 河川敷ゲートボール場横
日 ク パチンコ庖前道路南 側� 

(19日) ク

横瀬 前� 111 集� k 所
。

イシ

イシ

。 ?南 防 三ロ士ロ 所 横

一
月

え
」
け
。

‘、
 
HMp へw

& 

f 、、

大 井 堰 碑 の 前

dzz

第 勝浦郡農協本所

四 広瀬清 さ ん宅東
イシ月 小倉新平さん宅前三文路

ク曜 島忠農!日 協 地

日 与川内 勝浦郡農協与川内出張所 �  

(26日) 坂本 勝浦郡農協坂本事業所横

交通事故相談日� 

日時�  2月26日同)

午前10時から午時4時まで

(受付時間午後 3時まで)

場所小松島中央会館

相談員 藤本 浩

※お気軽にご相談ください。

小松島市営
火葬場から

小松富市営火葬場が� 1月� 

20日から� 2月20日までの閤，

補修工事のため使用できま

せん。徳島市火葬場あるい

は阿南市火葬場へお願いし

てください。

徳島県の最低賃金�  
1 .地域別最低賃金(実施年月日平成7年10月1日)

最低賃金件名 最 低 賃 金 富貢� 

徳島県

1日� 4，485円(1時間� 563円)

産業，職種にかかわりなく徳島県下のすべ
での労働者に適用されます。したがって，
産業別最低賃金から適用除外された者にも
適用されます。

2 産業別最低賃金(実施年月日平成ア年12月29日)

不用犬

買上t1制度の
廃止について

現在，実施され

ています 「不用犬

買上制度」は，平

不用犬の

引き取り日

犬の放し飼いは

やめましょう。� 

2月 7日同

2月21自体)
紡績，織物業�  1日� 4，819円� (1時間� 603円) I 
造作材・合版・� 
建築用組立材料
製 造 業

1日� 5，433円� (1時間� 680円)

一般機械器具�  
製 、1企5乞Z 業 1日� 5，505円� (1時間� 689円)

電気機械器具�  
製 ち回全t 業� 1日� 5，131円� (1時間� 642円) I 

成8年4月から廃

止されます。

なお，不用犬は

従来どおり引き取

りますので，毎月

広報でお知らせし

ている「不用犬引

『守ってネ時間・約束・最低賃金』� 
(お問合せ先〉后‘徳島労働基準局賃金課(電話0886-52-9141) 

，..最寄りの労働基準監督署

き取り日」 に持っ

て来てください。

固

MUS04
テキストボックス
2月のあき缶回収日日程表　今月は休日等で一部変更があります
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税
金
か
ら
の

手
紙

勝
浦
中
学
校
三
年

花

田

幸

子

私
は
、
税
金
で
す
。

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す

か
。
私
は
皆
さ
ん
の
知

ら
な
い
所
で
、
大
変
重

l l

税
金
よ
り

、‘
 ¥J' |厨民年金、|

要
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
、
こ
な
し
て
き
た
仕
事
を
い
く

つ
か
あ
げ
て
み
る
の
で
、
途
中
で
見

る
の
を
や
め
な
い
で
最
後
ま
で
見
て

く
だ
さ
い
。
資
源
に
乏
し
い
私
た
ち

の
国
が
こ
こ
ま
で
発
展
し
た
理
由
の

一
つ
に
教
育
制
度
の
充
実
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
が
学
ぶ
た
め
の
一

人
当
た
り
の
教
育
費
は
、
公
立
学
校

の
場
合
、
高
校
生
で
、
約
六
十
八
万

円
、
中
学
校
で
約
七
十
八
万
円
、
小

学
校
で
約
七
十
万
円
。
小
学
一
年
生

か
ら
高
校
三
年
生
ま
で
合
計
す
る
と

約
二
百
十
六
万
円
と
い
う
費
用
が
予

算
で
賄
わ
れ
る
の
で
す
。
そ
の
他
に
、

先
生
の
給
料
、
新
し
い
学
校
の
建
設
、

校
舎
の
修
理
、
机
や
椅
子
、
教
科
書

な
ど
が
、
私
の
一
部
を
使
っ
て
い
ま

す。
そ
う
そ
う
、
こ
の
あ
い
だ
私
が
小

耳
に
は
さ
ん
だ
会
話
が
あ
っ
て
、
内

容
が
、

「
ね
え
、
税
金
で
私
た
ち
の
生
活
が

い
ろ
い
ろ
楽
に
な
っ
て
る
っ
て
言
う

け
ど
、
そ
の
税
金
っ
て
一
体
ど
こ
か

ら
で
て
く
る
の
」

「ん 

、
わ
っ
か
ら
ん
。
あ
っ
、
け

ど
、
よ
く
瞥
官
が
ね
ず
み
と
り
し
よ

ん
で 

。
そ
れ
で
捕
ま
っ
た
人
た
ち

の
お
金
が
税
金
に
な
っ
と
う
ん
じ
ゃ

と
思
う
ん
や
け
ど
」

こ
れ
は
大
ま
ち
が
い
で
す
。
皆
さ
ん

の
中
に
も
同
じ
よ
う
に
考
え
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
説
明
す
る

か
ら
注
意
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
一
に
消
費
税
、
こ
れ
は
、
買
い


物
と
か
を
す
る
と
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
つ


け
た
す
。
こ
れ
で
五
兆
以
上
も
の
お


金
が
で
き
る
ん
で
す
。
そ
の
他
に
も


所
得
税
、
自
動
車
税
、
ま
だ
』
だ
た


く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
全
部
あ


わ
せ
て
私
が
で
き
る
ん
で
す
。


今
、
思
い
出
し
ま
し
た
が
、
私
皆

さ
ん
に
あ
や
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
消
費

税
は
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
パ
|

セ
ン
ト
に
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
話
だ

し
:
・
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
お
金
が
必
要

に
な
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
皆
さ

ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
現
在
の
日

本
の
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
世
界

的
に
み
て
も
例
が
な
い
ほ
ど
の
速
さ

で
進
ん
で
い
ま
す
。
社
会
保
障
制
度

の
中
で
も
重
要
な
も
の
が
年
金
と
医

療
で
す
。
高
齢
者
が
増
え
る
に
つ
れ

て
、
私
、
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
財

政
か
ら
の
支
出
も
増
え
て
ゆ
き
ま
す
。

現
在
の
平
成
七
年
度
時
点
で
は
、
約

四

・
三
人
の
働
き
手
(
二
十

1
六
十

四
歳
)
で
一
人
の
お
年
寄
り
を
支
え

て
い
ま
す
が
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
が

働
き
手
と
な
る
平
成
二
十
二
年
に
は
、

一
了
七
人
で
一
人
の
お
年
寄
り
を
支

え
る
こ
と
に
な
り
将
来
の
皆
さ
ん
へ

の
負
担
は
現
在
よ
り
も
は
る
か
に
重

く
な
り
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と

皆
さ
ん
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
私
な
り
に
努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
も
、
自
分
の
暮
ら
し
よ
い
生
活

の
た
め
に
、
困
っ
て
い
る
人
の
た
め

に
も
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
長
い
文
で
し
た
が
、
最
後

ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
こ
れ

か
ら
も
、
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
お

い
の
り
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
こ
の

へ
ん
で
さ
よ
う
な
ら
。

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く

な
っ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
「
年

金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
の
み
を

受
け
て
い
た
方
は
、
市
町
村
役
場

国
民
年
金
係
へ
、
厚
生
年
金
保
険

を
受
け
て
い
た
方
は
、
社
会
保
険

事
務
所
へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。
届

書
に
は
、
年
金
証
書
、
死
亡
の
事

実
が
わ
か
る
書
類
(
死
亡
診
断
書
、

戸
籍
抄
本
な
ど
)
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
届
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年

金
の
過
払
い
が
生
じ
、
後
で
返
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?

第
三
号
被
保
険
者
該
当
届

厚
生
年
金
保
険
や
共

と
な
り
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ

済
組
合
に
加
入
し
て
い

な
く
な
っ
た
り
、
年
金
額
が
少
な

る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

る
配
偶
者
の
方
は
、
国

第
三
号
被
保
険
者
該
当
届
は
、

民
年
金
の
第
三
号
被
保

住
所
地
の
市
町
村
役
場
国
民
年
金

険
者
と
な
り
ま
す
。
第

係
へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

三
号
被
保
険
者
の
国
民

今
ま
で
に
、
届
出
を
忘
れ
て
い

年
金
の
保
険
料
は
、
厚

た
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
九
年
三

生
年
金
保
険
や
共
済
組

月
三
十
一
日
ま
で
に
第
三
号
被
保

合
の
制
度
全
体
で
負
担

険
者
特
例
屈
を
提
出
す
る
こ
と
に

し
ま
す
の
で
、
個
人
で
納
め
る
必

よ
っ
て
昭
和
六
十
一
年
四
月
以
降

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
第

で
、
届
出
を
忘
れ
て
い
た
期
間
に

三
号
被
保
険
者
該
当
届
の
提
出
を

つ
い
て
も
保
険
料
を
納
め
た
期
間

忘
れ
る
と
、
保
険
料
未
納
の
期
間

と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

て
い
る
方
が
な
く
な
っ
た
と
き

回

MUS04
テキストボックス
税に関する作文シリーズ　２

MUS04
テキストボックス
国民年金から

MUS04
テキストボックス
年金を受けている方がなくなったとき
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-
期
間

一
一
月
十
六
日
倒

ー
三
月
十
五
日
倒

回

l

住
民
税

・
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

自
ら
の
正
し
い
記
帳
に
基
づ
い
て

一

年
間
の
所
得
を
計
算
し
、
適
正
な
申

告
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ

た
申
告
を
し
ま
す
と
後
で
不
足
の
税

金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
金

や
延
滞
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
正
し

く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

。
申
告
を
し
な
け
れ
ば

給
与
の
収
入
金
額
が
二
、
。
。
。

な
ら
な
い
人

-
一
般
の
人
の
場
合

給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け
て

平
成
七
年
中
に
事
業
所
得
・
不
動

産
所
得

・
雑
所
得 

(公
的
年
金
等
)

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
人

お
よ
び
譲
渡
所
得
(
土
地

・
建
物
等

年
末
調
整
で
扶
養
控
除
や
配
偶
者

を
売

っ
た
場
合
)
な
ど
の
所
得
が
あ

る
人
。

-
給
与
所
得
者
の
場
合

給
与
所
得
者
の
内
、
年
末
調
整
を

行

っ
た
人
は
そ
の
年
の
納
税
が
完
了

し
て
い
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

O O O O
万
円
を
超
え
る
人

い
る
人

控
除
等
を
誤
っ
て
申
告
し
て
い
た
人

な
お
、
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

給
与
所
得
者
で
も
、
雑
損
控
除
、
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除

な
ど
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、

確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

。
申
告
に
必
要
な
も
の

書
類
、
給
与
及
び
公
的
年
金
等
の
支
払

報
告
書
、
生
命
保
険
料
等
及
び
損
害

保
険
料
の
払
込
証
明
書
、
医
療
費
支

払
領
収
書
、
そ
の
他
申
告
に
必
要
な

書
類
。平

成
八
年
度

住
民
税
の
改
正
に
つ
い
て

一
、
配
偶
者
控
除
ま
た
は
扶
養
控
除

の
適
用
対
象
と
な
る
者
の
所
得
要
件

が
三
十
八
万
円
以
下 

(現
行
三
十
五

万
円
)
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

二
、
白
色
申
告
者
の
専
従
者
控
除
額

贈
与
税
の
申
告
と
納
税

個
人
か
ら
平
成
七
年
中
に
、
現

金
、
預
貯
金
、
有
価
証
券
、
土
地
、

建
物
、
貴
金
属
な
ど
の
財
産
を
無

償
ま
た
は
著
し
く
低
い
価
格
で
財

産
を
も
ら

っ
た
と
き
や
債
務
を
免

除
し
て
も
ら

っ
た
と
き
は
、
贈
与
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
贈
与
税
の
基
礎
控
除
の

六
十
万
円
を
控
除
し
た
残
額
に
税

率
を
か
け
た
額
が
贈
与
税
額
と
な

り
ま
す
の
で
、
一
年
間
に
個
人
か

ら
も
ら
っ
た
財
産
の
合
計
額
が
六

十
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
贈
与
税
の

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
二

八
十
六
万
円 

(現
行
八
十
万
円
)

月

一
日
同
か
ら
三
月
十
五
日
幽
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
の
申
告
と
納
税

個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成
五


年
分
の
課
税
売
上
高
が
三
千
万
円


を
超
え
る
事
業
者
や
三
千
万
円
以


下
で
も
平
成
六
年
中
ま
で
に
「
消


費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」


を
提
出
し
て
い
る
事
業
者
は
、
消


費
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。


消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
四
月

一
日
開
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
消
費
税
の
確
定
申
告
書


に
は
「
簡
易
課
税
用
」
と
「
一
般


用
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。


マ
配
偶
者
で
あ
る
事
業
専
従
者

1

印
鑑

・
会
計
帳
簿
、
収
支
の
証
拠

マ
配
偶
者
以
外
の
事
業
専
従
者 

月日(曜日) 該当地区 時
間� 場 所

2月16日幽 坂 本 坂本集会所� 

2月19日(月) 坂: 本
勝 浦郡農協

坂本事業所� 

2月20日伏) 棚野・立川 役.(勝2階浦第町12会場議室) 

2月21日休) 久 国 向上� 

2月22日(木)生名
午

向上� 

2月27日伏) 与川内 前
農村環境改善

センター� 

2月28日(水) 横 瀬
九

時� 
向上

2月29日(木) 中 山 中山集会所� 

3月4日(月) 星 谷 午 星谷集会所

3月5日伏) 黒 岩
後� 

四 勝浦会館� 

3月6日(水) 中 角 時 農村婦人の家�  

3月8日働� ρ7、 山 今山集会所� 

3月11日(月) 山西 ・掛谷
勝 浦郡 農協

生比奈支所� 

3月12日伏) 沼江 ・石原 石原集会所� 

3月14日(木) 全 開I 役.(勝2階浦第町12会場議室) 

3月15日幽 。 向上

三
、
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長

の千四百の愛特別

音分E万波益控除t重量
走円宣ヵe

下の千回百の愛持別

部万 波 控後除
分円益�  

!-1カザ

改� l

正

後

凹T
県民民

t手よ 税
ノ、

県匝J
五民 民� 

税税
五� 

% % % % 

六%町税民 三%税県民 現

律 律 行

が
次
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

五
十
万
円 

(現
行
四
十
七
万
円
)

期
譲
渡
所
得
(
平
成
七
年
中
の
譲

渡
)
の
税
率
が
次
の
と
お
り
改
正

な
り
ま
し
た
。

平成� 8年度住民税の所得申告及び

所得税納税相談日程表

(注)徳島税務署か ら，納税相談について呼び出 しを受

けている方は，� 2月20日ω2月21日制� 2月22
日(木)の 3日間，勝浦町役場� 2階会議室で申告納税

相談を行いますので，指定された日時を確認のう

え，必ず申告してください。

MUS04
テキストボックス
住民税・所得税の確定申告は正しく期限内に

MUS04
スタンプ
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¥ 

回

2月の保健行事
お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

日 目翠 内� n台.". 受付時間 場 所 大す 象 者
持参する
ものなど

母と子の健康教室�  9 :30~ 13 : 30 幼児と母親及びその家族�  

5 月
健 康 中目 圭n3，ιh巳� 

』

13: 30~15:00 
横瀬集会所

一 自主 住 民 健康手帳

母と子 の 健 康 教 室 �  9 :30~ 13 : 30 幼児と母親及びその家族�  

6 火
健 康 本目 3炎� 13 : 30~15 :00 

山西集会所

自生 住 民 健康手帳� 

7 水 コレス テ ロ ー ル 教 室 �  9 :00~ 15:00 
農村環境改善

セ ンタ ー
コレス テロールまたは，中↑笠
脂肪が高い人� 

健康手帳

9 金� 1歳� 6か月児健康診査� 13:30~ 14:00 勝浦病院�  H 6 . 6 .1 ~8 .31までに生まれた子
問 診 票

母子手帳

母と子の健康教室�  9 :30~ 13 : 30 
与� 

幼児と母親及びその家族�  

13 火
健 康 中目 言炎 13: 30~15: 00 

内

中央公会堂

JII 

一 自支 住 民 健康手帳

母と子の健康教室�  9 : 30~ 13:30 幼児と母親及びその家族�  

14 水
言炎健 康 キ目 13 : 30~ 15:00 

掛谷集会所

自主 住 民 健康手帳� 

16 金 乳児健康 診 査� 13: 30~14: 30 勝浦病院�  H 7 .6 .1 ~12. 31までに生まれた子 母子手帳

母と子の健康教室�  9 :30~ 13:30 幼児と母親及びその家族�  

19 月
健 康 キ目 百点� 13:30~ 15:00 

坂本集会所

自主 {主 民 健康手帳

母と子 の 健 康 教 室 �  9 :30~ 13:30 
今山ふれあい

幼児と母親及びその家族�  

20 火
健 康 キ目 幸両日1<ピ� 13:30~ 15 : 00 

交 流 館
自主 住 民 健康手帳

母と子の健康教室�  9 :30~ 13:30 幼児と母親及びその家族�  

26 月
健 康 本目 舌阿火夕、 13:30~ 1 5:00 

沼江集会所

一 市生 住 民 健康手帳

母 と 子 の 健 康 教 室 �  9 :30~ 13:30 幼児と母親及びその家族�  

27 火
'k健 康 キ目 吾日火� 1 3:30~ 15:00 

勝浦会館

一 自主� f主 民 健康手帳

28 * 
百日咳， ジフテ リア，破傷風

= 種混合 予 防 接 種
13 : 30~ 1 5 : 00 

農村環境改善� 

センター�  

生i& 3 ~90月
• 1期初回…生後 3 ~ 12月ま 
でに� 3回接種

• 1期追加… 1期初回接種後
12~ 18月後に 1 回接種

予診票

予防接種手帳� 

母子手帳� 

MUS04
テキストボックス
HEALTHY　LIFE　みんなの健康

MUS04
スタンプ
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方

法

ま
と
ま
る

u

l

l

l
。
煮

豆
、

子
ど
も
の
時
か
ら
の
良
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
と
い

う
こ
と
は
、
将
来
に
わ
た
り
肥
満
や
、
成
人
病
を
予
防
す

る
こ
と
か
ら
も
大
切
で
す
。

そ
こ
で、

町
内
愛
育
班
単
位
で
平
成
六
年
度
に
母
と
子

の
健
康
教
室
を
開
催
し
、
班
員
の
協
力
を
得
て
、
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
方
法

・

時

期

平
成
七
年

一
月

1
二
月

愛
育
班
員
さ
ん
が
母
と
子
の
健
康

・
対
象
者

教
室
参
加
者
を
中
心
に
事
前
に
ア
ン

勝
浦
町
在
住
の
子
供
を
も
っ
母
親

ケ
ー
ト
を
配

っ
て
お
い
て
、
後
日
回

か
祖
母
八
十

一
人

収

母
と
子
の
健
康
教
室


ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
  

H

、
三
位
寿
司
で
か
つ
お
の

い
う
人
も
い
ま
し
た
。

、

。 
0 

。

。

。
結
果
概
要 

位
カ
レ

三
位
麻
婆
豆
腐
。

⑥
レ
ト
ル
ト
食
品
の
ベ
ス
ト 
3
は

一

、
二
位
ミ 

ト
ボ 

ル、

⑦
冷
凍
食
品
の
ベ
ス
ト

3
は

一
位
ミ

ッ
ク
ス

ベ
ジ
タ
ブ
ル
、
二
位
エ
ピ
フ

。
二

位
カ
レ 
l一

位
カ
レ 
l

。
ま
と
め

ず

。

、

。

、

。

。

ず

0

・
単
時
間
で

ラ
イ
、
三
位
コ
ロ

ッ
ケ
、
野
菜
の
冷

凍
食
品
を
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

③
で
き
あ
い
の
お
か
ず
ベ
ス
ト 
3
は、

一
位
コ
ロ

ッ
ケ
、
二
位
空
揚
げ
、

三

位
魚
フ
ラ
イ
と
な

っ
て
い
ま
す

お
か
ら
を
買
う
人
も
い
ま
し
た

③
お
母
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
得
意

料
理
ベ
ス
ト

3
は、

一
位
煮
物
、

た
た
き
、
き
ん
ぴ
ら
、
ひ
じ
き
煮
と

よ
く
食
卓
に
の
ぼ
る
料
理
ベ
ス
ト

、
二
住
煮
物
、

三
位
焼
魚
、
四
位
鍋
物
で
二
佐
、
三

4
は、

位
が
和
食
で
五
位
に
は
じ
め
て
肉
料

理
が
出
て
く
る
の
は
、
家
族
数
が
多

い
家
庭
が
多
い
の
が

一
因
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

⑬
子
供
さ
ん
の
食
事
で
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
の

ベ
ス
ト
4
は
、

一
位
栄

養
の
バ
ラ

ン
ス、

と
る
、
三
位
薄
味
に
す
る
、
四
位
カ

二
位
野
菜
を
多
く

ル
シ
ウ
ム
を
と
る
、
と
な

っ
て
い
ま

す
。
他
に
、
野
菜
を
ど
う
料
理
し
て

食
べ
さ
せ
る
か
、
た
く
さ
ん
の
食
品

を
と
る
、
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
、
糖
分
を
ひ
か
え
る
、
添
加

物
の
多
い
も
の
を
使
わ
な
い
、
歯
ご

た
え
の
あ
る
も
の
を
使
う
、
色
ど
り
、

食
物
せ
ん
い
を
多
く
と
る
等
が
あ
り

ま
し
た
。

①
子
供
の
健
康

つ
く
り
に
お
母
さ
ん

の
占
め
る
割
合
は
大
き
い
よ
う
で
す

②
勤
め
な
ど
で
忙
が
し
い
お
母
さ
ん
、

あ
ふ
れ
で
い
る
食
べ
も
の

野
外
で

遊
ぶ
こ
と
の
少
な
い
子
供
た
ち
が
う

か
が
え
ま
し
た

①
子
供
の
食
事
の
こ
と
で
悩
む
お
母

さ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
多
か

っ
た

よ
う
で
す

④
勝
浦
町
は
愛
育
班
と
連
携
の
も
と

健
康
づ
く
り
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す

そ
こ
で
今
後
の
母
と
子
の
健
康

つ
く

り
活
動
は
、
次
の
点
に
焦
点
を
あ
て

る
と
効
果
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す

栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と

れ
る
食
事
に
つ
い
て
考
え
る

-
お
や
つ
の
与
え
方
、
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
の
栄
養
価
に
つ
い
て
考
え
る

.
子
供
が
食
べ
る
偏
食
を
な
お
す
料

理
実
習
を
行
う

-
小
さ
い
時
か
ら
料
理
に
慣
れ
る
た

め
、
ま
た
作
る
楽
し
み
を
味
わ
う

た
め
に
親
子
ク

ッ
キ
ン
グ
な
ど
を

仔
川
ャフ
。 

⑤
お
母
さ
ん
た
ち
に
で
き
る
だ
け
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
愛
育
班

活
動
の
声
か
け
が
大
事
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

平
成
六
年
度
の
母
と
子
の
健
康
教

室
並
び
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ふ
ま

え
本
年
度
も
母
と
子
の
健
康
教
室
を

各
愛
育
班
単
位
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
つ
い
て
、

お
母
さ
ん
方
の
出
席
を
い
た
だ
き
、

共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
家
族
の
数
で
は
、

体
の
五
四
軒

②
子
供
の
性
別
・
年
齢
で
は
、
男
子

が
七
三
人
、
う
ち
乳
幼
児
が
六
三
官、

女
子
が
五
二
人、

う
ち
乳
幼
児
が
六 

③

一
日
三
回
食
事
を
と

っ
て
い
る
子

供
は
九
三
軒
。 

。

O
Y

六
人
以
上
が
全 

牛
乳
、

..
....26%

ーーーーーー・・ーー..ー・・・-----・・-_."ーーーーー-----------・ー-・ー・------・・・--------p..ー・・ーー・ー・・+・・・・

.... ..63% 

36%-・ 2位 牛乳� 57% ー
 

3位 果 物 �  49%ー
 ー50%
p・..・・・・・E・・・・----_..._--_.-・・・・ー--------ー._._-司------------・・・・-・-----ー

④
お
や
つ
の
時
聞
が
き
ま

っ
て
い
な

い
人
は
七 

お
や

つ
の
ベ
ス
ト 

3
は、

一
位
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、

三
位
果
物
。 

二
位

⑤
手
マつ
く
り
お
や

つ
を

一
ヵ
月
に

一

回
以
上
作
る
人
は
六 

に
及
び
ま

O
M
h

す
が
、
そ
の

一
方
、
ほ
と
ん
ど
作
ら

な
い
と
い
う
人
も
二
五
計
い
ま
し
た
。

1券 j甫 町 の 結 果 国民栄養調査結果
 

Q 1 おやつは誰が.あけ'ますか。


母� 65% 祖父母� 32% 

保育所� 6% 子供自身� 5% 


Q2 おやつを与える時間 
 決めている� 41% 
欲しがる時� 34% 
子どもの自由� 25% 

Q3 おやつの量は決めてあげていますか。
74% 33決めている ・・%

67%決め ていない ・・� 
・..司・

おやつの与え方としては，食事にさしっかえないというこ

とが原則。また，肥満やむし歯予防のため にも畳は親が決め

て与える ことが大切です。� 

Q4 おやつで，よく食べるものは。
 
1イ立 スナ ック菓子� 65% ーー..

・..・-----------・ー

よく 似た割合ですが，スナ ック菓子はカロリーが意外 と高

いため，過剰エネルギーにな らないよう注意が必要となります。

母と子の健康教室アンケー卜� 

回

MUS04
テキストボックス
保健婦だより　母と子の健康教室　アンケート結果　まとめる

MUS04
スタンプ



〈第8回〉� 
を
』
を
テ 
l

-
ビ

ッ
グ
ひ
な
市

h
J

細
い
血

日
1
3
月
3
日

2
月 
mm

同

主
な
イ
ベ
ン
ト

・
子
供
映
画
大
会

「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
ほ
か

一
本 

.
お
手
玉
競
技
会

・
ひ
な
行
列

-
も
ち
つ
き
大
会

な
ど
計
画
し
て
い
ま
す
。

主

催

勝

浦

・
井
戸
端
塾

成
人
病
予
防
週
間

‘
管
に
変
化
が
生
じ
て
、
血
管
の
内
壁

一
一
月
一
日 

3
七
日 

が
ん

・
心
臓
病

・
脳
卒
中
等
の
い

わ
ゆ
る
成
人
病
に
よ
る
死
亡
は
、
死

因
順
位
の
上
位
を
占
め
、
死
亡
者
総

数
に
占
め
る
割
合
は
六
割
を
超
え
て

い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
疾
病

は
、
社
会
に
お
い
て
も
家
庭
に
お
い

て
も
中
核
を
な
す
年
齢
階
層
に
多
発

す
る
こ
と
か
ら
、社
会
的
、
経
済
的
に

受
け
る
そ
の
影
響
は
多
大
で
あ
り
、

成
人
病
予
防
対
策
の
一
層
の
充
実
が

保
健
上
の
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
疾
病
構
造
の
動
向
等


、 

を
ふ
ま
え
た
き
め
細
か
い
保
健
予
防


少
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
ど
ん
ど
ん
参

活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
成
人
病


予
防
週
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

用
心
し
た
い
脳
卒
中

脳
の
血
管
に
高
血
圧
の
状
態
が

つ

づ
く
と
ど
う
な
る
の
か
。

『と
き
め
き
の
春

・
子
供
た
ち
に
夢

マ
に
企
画
さ
れ
た

『ビ

ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
も
今
年
で
第
八
回

要
で
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
、

二
月
二
十
四
日

・
二
十
五
日

の
両
日
、
午
前
九
時
か
ら
農
村
勤
労

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

を
迎
え
ま
す
。

百
段
の
ひ
な
駈
に
五
千
体
の
ひ
な

人
形
と
し
て
、
全
国
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
横
瀬
の
農
村
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

二
月
二
十
六

日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
開
宴
し
ま
す
。

ひ
な
行
列
に
参
加
を

が
も
ろ
く
な

っ
た
り
、
小
さ
な
袋
が

で
き
、
こ
れ
が
や
ぶ
れ
て
脳
出
血
を

お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
動
脈
硬
化
に
よ
り
血
管
が
ひ

ろ
が
ら
ず
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な

っ

た
り
、
そ
れ
が
原
因
で
血
管
の
中
に

三
月
三
日
午
前
十
時
か
ら

人
形
の
飾
り
付
け
に

ご
協
力
を

二
月
二
十
四
日 
1
二
十
五
日

約
五
千
体
の
ひ
な
人
形
の
飾
り
付

に
約
百
人
く
ら
い
の
方
の
協
力
が
必

A ユニーク なひな行列

血
液
の
か
た
ま
り
が
生
じ
て
、
脳
の

細
胞
に
酸
素
や
栄
養
が
い
き
に
く
く

な

っ
て
、
そ
の
た
め
脳
の
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
う
状
態
、
つ
ま
り
脳
梗
塞

を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
脳
卒

中
と
よ
ば
れ
て
い
る
の
が
、
こ
の
脳

出
血
と
脳
梗
塞
で
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
塩
の
と
り
す
ぎ
を
防
ぐ
。 

。

。 

。 

。

。

Ju

:，
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h
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川

J

A 

三
月
三
日
、
午
前
九
時
に
、 

ー、� 

いつまざ毛健康ず

~ 


¥， 

②
肥
満
に
な
ら
な
い

③
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
は
早
め
に
解
消

④
急
激
な
温
度
差
に
注
意

⑤
タ
バ
コ
、
飲
酒
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅

茶
、
ド
リ
ン
ク
剤
な
ど
の
し
好
品

は
ひ
か
え
め
に

⑥
定
期
的
に
健
康
診
断 
(血
圧
測
定
)

を
受
け
る

ひ
な
祭
り
の
イ
ベ

ン
ト
の
ひ
と
つ

州
と
し
て
好
評
の

「ひ
な
行
列
」
を
今

市
回
も
実
施
し
ま
す
。

4
』

山
町
稚
児
さ
ん
ソ
お
ひ
な
繰
・

パ
フ
ォ 

そ
う

マ
ン
ス
の
扮
装
・
飛
び
入
り
な
ど

七
加
し
て
く
だ
さ
い
。

A

勝
浦
郡
本
所
前
に
集
合
し
、
十
時
に

出
発
。
勝
浦
中
学
商
庖
街
を
通
り
会

場
に
向

っ
て
行
列
し
ま
す
。

勝浦病院・学校給食センター

への物資� (給食材料)納入

希望の申し込みについて

給食用物資の購入にあたっ

ては，新鮮 ・良質 ・安全で安

価な物資の購入を基本として

います。

町内業者で，新規に物資納

入を希望される業者は，次の

期日までに申し込みをしてく

ださい。

・期日 平成� 8年2月29日

.申し込み先


勝浦病院� 2-2555 


学校給食センター
 

2-3096 

※詳しくは，各施設にお問い

合わせください。� 

情報化推進キャラバン研修会

平成� 8年� 2月14日同 午後� 1時30分......4時

勝浦町農村環境改善センター

三浦秀利氏� NTT徳島支庖支庖長

「電話社会からマルチメディ ア社会ヘ」

ゾリマチ(株)常務取締役
篠崎紘一氏 (株)日本ソフトウエアプロ ダクツ代表取締役

「農業情報化の現状と今後の方向J
主催.徳島県，勝浦町 協賛:勝浦郡農協

お問合せ .徳島県企画調整部政策調整課地域情報化担当� TEL (0886)21-2117 
勝浦町総務課・産業課� TEL2-2511 勝浦郡農協� TE L2-2521 

回

MUS04
テキストボックス
第8回　ビッグひな祭り開演

MUS04
スタンプ
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税金の納付が滞っている方は� | 
早急に納入してください。|

もし国保がなかったら

戦前，国保の制度が存在しなかった時代，一家に重病人

が出ると，医療費のため何もかも売り払い，貧乏のどん底

に落ちこむ，というようなケースが少なくありませんでした。� 

いま，もし国保が無かったら，私たちの生活はきわめて

安定を欠いた，不安なものになるに違いありません。その

国保の制度の根幹を維持するものは，私たちの納める保険

税です。保険税は必ず期日通りに納めましょう。

保険税は
必ず納めましよう� 

Q とても元気でお医者さんにかかることもない

んだけど，納めなくてはダメですか?� 

A いまどんなに元気でもいつ病気にかかるかわ

かりません。もしも病気になると多額な医療費

が必要になることもあります。保険税を納める

ことは被保険者の義務と考えましょう 。� 

|保険税は被保険者となった月から� |

保険税は被保険者とな った月から納めます。被

保険者とな った月とは，市町村で被保険者の届出

をしたときでなく ，他市町村から転入してきた日，

あるいは職場の健康保険をやめた日など，加入資 ヘ
格の発生した日です。届出が遅れると，被保険者

となった月までさかのぼって保険税を納めなけれ

ばなりません。� 

Q 保険税がたまってしまって納められないんで


すけれど…� ?
 

A 国保の窓口に行けば，無理なく納められるよ


う納入方法についてご相談に応じます。特別の

場合は保険税を免除される制度もありますので

相談に行きましょう 。� 

Q 滞納が続くととうなるのですか?� 

A 特別の理由がないのにいつまでも滞納を続け，

納税相談にも応じない，というような場合は，

「イ呆険証」の代わりに「被保険者資格証明書」

で診療を受けていただくこともあります。その

場合，医療費は全額自己負担し，あとで国保か

ら7割の払い戻しを受けることになります。

平成� 7年中における所得の申告受付が� 2月16日から� 3月15日まで行わ

れます。平成� 8年度の保険税を決める大切な申告ですから，必ず済ませま

しょう。なお，所得がない方でも，国保に加入している方は申告が必要で

すのでご注意ください。� 

固� 

MUS04
テキストボックス
国保と医療費

MUS04
スタンプ
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本
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以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

|平一一りま

向 櫛杭防お

t
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志

善

意

教室名 失 施 日 時 間� 

1 8 15 22 
午後� 7: 30~陶� zー+z+r，. 

木 木 木 木

着付 け� 
9 23 

午後� 8: OO~ 
金 金

=ー令E+a手
l 15 29 

午後� 7: 30~ 
木 木 木� 

踊 り� 
7 14 21 

午後� 8:OO~ 
7]( 水� 7]( 

生け花� 
5 19 

午後� 8: OO~ 
月 月

俳 句 13 26 
午後� 8: OO~ー'

短歌 火 月� 

F子.....習
2 9 16 23 

午後� 7: OO~ 
金 金 金 金� 

8 15 24 木限目は午後� l時

土問日は

午後� 6時30分から� 

大正琴
木 木 土

⑧⑨ 
心配ごと相談

-日時 2月2日(盛時
 

2月9日(創
 

2月16日(創
 

2月23日(創


-時間


午前10時~午後� 3時


・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター� 2階� 

2月� 2日 勝 浦病院�  2-2555 

2月④日 湯浅医院�  2-2003 

2月 6日 勝浦病院�  2-2555 

2月 8日 赤 岩 医院�  2-2006 

2月10日 勝浦病院�  2-2555 

2月⑫日 上勝診療所� 6-0302 

2月14日 勝浦 病院�  2-2555 

2月16日 山西医 院 �  2-3027 

2月⑬日 勝浦病院�  2 -2 5 5 5 

2月20日 湯浅医院�  2-2003 

2月22日 勝 浦病院�  2-2555 

2月24日 赤岩医院�  2-2006 

2月26日 勝浦 病院�  2-2555 

2月28日 上勝診療所� 6-0302 

ふ
る
さ
と
会
の

趣

旨

あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
が
集
ま
り
、

相
互
の
親
睦
を
図
り
、
と
も
に
ふ

る
さ
と
を
語
り
合
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
勝
浦
町
と
の
交
流
も
深
ま
り
、

・お
互
い
の
経
済

・
文
伊
の
発
展
も


推
進
で
き
る
と
願
っ
て
い
ま
す

0


.
発
会
年
月
日


平
成
六
年
九
月
十

一
日


.
会
員
資
格


勝
浦
町
出
身
者
も
し
く
は
こ
の

会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
人
な
ら
誰

で
も
入
会
で
き
ま
す
。

-
活
動
内
容

年
一
回
の
総
会
と
懇
親
会
、
広

報
の
発
送
、
ふ
る
さ
と
勝
浦
町
と

の
交
流
会
等
。

ら
な
い
人
た
ち
も
多
い
は

※
三
月
三
日
に
大
阪
国
立
文
楽
劇
場

勇
/
長
男

清
美
¥

真

昭
仁
/
長
女

晃

代

¥

彩

博
之
/
二
男

千
代
¥

将

字
石
垣

今
お
く
や
み
申
し
ま
す

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
ら

い
い
た
し
ま
す
。

い一� 

入}ノ

U
 

希 音

三
寒
四
温
の
時
候
、
会

員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
で

ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。さ

て
。
近
畿
か
つ
う
ら

ふ
る
さ
と
会
で
は
、
会
員

確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す

が
ま
だ
本
会
の
結
成
を
知
�
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楽
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芳
夫
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何
歳
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大
字
三
渓
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神
谷

神
原
シ
ゲ
ヱ
(
部
歳
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大
字
槻
野
字
畑
田
鈴
江
虞
渠
(
邸
歳
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大
{
子
生
名
字
北
島
武
次
(
百
歳
)

大
字
生
名
字
山
ノ
神
山
本

繁

夫

(
但
歳
)

大
字
星
空
子
中
奥

川
口
ミ
サ
ヱ
(
剖
歳
)

大
字
槻
野
{
子
桧
岡
漬
熊
二
�
 
mm
歳
)

大
字
生
名
字
中
道
冨
士
巻
善
八
(
部
歳
)

大
字
沼
江
字
山
田
谷
ト
マ
ル
(
剖
歳
)

大
字
生
名
字
東
尾
花
ハ
マ
ヱ
(
犯
裁
)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

大
岡

高
山

ロ
月
間
日

1
1月
日
日

恵

さ

ん

(

沼

江

)

晴
行
さ
ん
(
与
川
内
�
 
)

ず
で
す
。
是
非
あ
な
た
の

友
人
、
知
人
に
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
最
近
の

同
窓
会
名
簿
を
お
手
元
に

お
持
ち
の
方
コ
ピ

ー
を
事

務
局
ま
で
送
位
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
未
加
入
の
方
た

ち
に
加
入
を
呼
び
掛
け
た

い
と
お
も
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

で
公
演
さ
れ
る
勝
浦
座
出
演
の
「
ふ

る
さ
と
の
人
形
芝
居
」
を
、会
員
皆
様

も
多
数
鑑
賞
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

入
場
料
一
人
三
千
四
百
円

(
団
体
割
引
二
千
七
百
円
)

く
わ
し
く
は
、
勝
浦
町
役
場
企
画

開
発
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

(
O

電
話
�
 
八
八
五
四
)
二
|
二
五
一
一

夜間 救 急当番表�  勝浦会館 2月行事

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで 合わせくださしい=、。� 
休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで

園

MUS04
テキストボックス
戸籍の窓　お誕生日おめでとう

MUS04
スタンプ




